
（令和４年７月）町長の動静

26日 ＡＬＴ退任報告及びＪＥＴ絆大使任命式 ３日 消防操法披露会

ブランド認証品の紹介と合わせて、商品の作り手の方からお話
を伺うインタビューを開始しました。取材記事は、Webサー
ビス「note」に掲載をしています。初回は「薩
摩のさつま」を牽引されている、薩摩のさつま
ブランド推進協議会幹事長の堀之内力三さんに
お話を伺いました。地域の未来に向けた取り組
みとして、ぜひご覧ください。
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青㟢ディレクターからひとこと
今、商品やブランドは、その世界観や社会的意義で選ばれる時代と言われています。地域ブランドにおける世界
観とは、さつま町の営みを支える人、風土、歴史にあるのではないでしょうか。その世界観を認証品の背景とし
て発信することで、認証品が地域の内外を結ぶ懸け橋になる。そんなPRにつなげたいと考えています。

薩摩の“さつま”を知る！
薩摩の“さつま”を知る！さつま町一年生 地域プロジェクトディレクター

さつま町一年生 地域プロジェクトディレクター
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　「地域みらい留学３６５」は、高校２年生
が今の学校とは別の学校に１年間留学し、異
なる環境で地域の魅力や課題に向き合うこと
で、新しい挑戦を促す事業です。本校は国か
ら採択された全国16校の一つ。高校１年生
に向けて、オンライン会議で生徒と一緒に学
校と町の魅力を紹介しました。興味を持った
生徒が学校を見学する際は案内役も務めます。
また、学校と地域のパイプ役となり、地域の
課題探究のための校外活動をサポートします。

地域みらい留学３６５ってなに？

高校魅力化コーディネーター通信

薩摩中央高校の魅力を町内外に発信する
高校魅力化コーディネーターの活動を紹介します

ます

升 澄子
すみこ

今月号では活動の１つ、地域み

らい留学365について紹介します

８月７日、オンライン会議で全国の高校生に
薩摩中央高校をＰＲ。２回行われた説明会で
３組の参加者が留学に興味を示しました。

令和４年３月、本町とＪＡ北さつま、町商工会、町観光特産品協会の結束により誕生した地域ブラ
ンドで、独自の認証基準を満たし自信を持っておすすめする逸品です。売上の一部は、未来あるさ
つま町の子どもたちの教育やスポーツのために活用され、地域社会に貢献します。

「薩摩のさつま」紹介インタビューがスタート︕

薩摩のさつまとは

けんいん


